
          

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
？ 

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
の
強
度
が
低

下
し
骨
の
中
が
ス
カ
ス
カ
に
な
り
、
骨

折
が
起
き
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。
直

接
生
命
を
お
び
や
か
す
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
骨

折
か
ら
、
要
介
護
状
態
に
な
り
、
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
生
活
の
質
）
が
低
下
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 な
ぜ
骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
る
の
？ 

骨
は
常
に
新
陳
代
謝
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
。
破
骨
細
胞
が
古
く
な
っ
た
骨

を
溶
か
し
（
骨
吸
収
）
、
骨
芽
細
胞
が

新
し
い
骨
を
作
り
（
骨
形
成
）
、
1
年

間
で
全
身
の
骨
の
２
～
10
％
が
作
り
替

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く

な
る
と
、
溶
か
さ
れ
た
部
分
を
埋
め
尽

く
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
ス
カ
ス

カ
の
も
ろ
い
骨
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
原
因
は
？ 

女
性
は
特
に
要
注
意⁉

 

◇
閉
経 

閉
経
を
機
に
女
性
ホ
ル
モ 

ン
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン 

の
分
泌
量
が
急
激
に
減
少 

し
、
骨
の
破
壊
が
高
ま
り 

ま
す
。
50
歳
代
女
性
の
20 

人
に
１
人
が
骨
粗
し
ょ
う
症
で
す
。 

◇
加
齢 

若
い
頃
と
同
じ
量
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を

と
っ
て
い
て
も
、
腸
で
の
吸
収
が
悪

い
た
め
体
内
で
は
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

◇
10
歳
代
の
過
度
な
ダ
イ
エ
ッ
ト 

過
度
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、
栄
養
素
が

不
足
し
や
す
く
、
骨
が
弱
く
な
り
ま

す
。
20
歳
代
で
迎
え
る
最
大
骨
量
が

低
く
な
る
と
将
来
骨
粗
し
ょ
う
症
を

起
こ
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。 

◇
運
動
不
足 

運
動
で
適
度
な
負
荷
を
か
け
る
と
、

骨
芽
細
胞
が
活
性
化
し
、
新
し
い
骨

を
作
る
働
き
を
促
し
ま
す
。
運
動
不

足
だ
と
丈
夫
な
骨
が
作
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。 

◇
喫
煙 

ニ
コ
チ
ン
の
作
用
で
全
身
の
血
流
、

胃
腸
の
働
き
が
悪
く
な
り
、
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
収
を
妨
げ
ま
す
。
ま
た
、

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
が
妨
げ
ら
れ
、

骨
か
ら
血
液
中
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
流

出
し
や
す
く
な
り
、
尿
中
へ
の
排
出

が
促
進
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

◇
そ
の
他 

過
度
の
飲
酒
は
骨
を
作
る
働
き
を
低

下
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
や
慢

性
腎
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
あ 

                     

る
と
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
り
や
す

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 で
き
る
こ
と
は
予
防
す
る
！ 

加
齢
や
性
別
な
ど
、
原
因
を
取
り
除

け
な
い
物
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
日

常
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
少
し
で
も

長
く
、
骨
太
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。 

健
康
福
祉
課 

保
健
グ
ル
ー
プ 
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〈Ｎさんの禁煙外来体験記 最終回〉 
 
そして、１カ月が経ち、３回目の診療でしたが、タバコは吸わ

なくなっていたので一酸化炭素の測定も前回同様で、まったく問

題ありませんでした。医師からも問題ないとのことでした。この

頃になると、お酒を飲む場でも吸わなくて平気になってきました。

しかし、薬を飲むのを止めたらまた吸いたくなるのではないか？

との不安な思いもあり、医師に相談しましたが、「依存症が治れば

大丈夫だし、不安なら薬の期間を延長することも可能だよ」と言

ってくれたので、とりあえずこのまま頑張ろうと思いました。 

 その後、１か月半が経過した頃、吸いたい気持ちがほとんどな

くなってきたので、薬の量を少しずつ減らしましたが、意外と平

気でした。そのまま、１０日分ほどの薬を残し、２カ月経過後の

４回目の診療を受けることができました。もう、この頃には薬を

飲まなくても全く平気だったので、最後の１か月は薬の処方を断

りました。 

 そして、ついに３ヶ月が経ち最後の診療を受け、剣淵診療所か

ら笑顔のぷっちーなが描かれた「禁煙外来修了証明書」を頂くこ

とができました。 

 最後になりますが、禁煙外来を受診しての感想としては、最初

の２週間ほどは薬が効いてくるまでは、少しつらい時期もあった

かなと思います。しかし、１ヶ月くらい禁煙すると、明らかに体

調がよくなってきます。今では、もっと早く禁煙外来に行ってお

けばよかったなと思います。これからも油断することなく非喫煙

者であり続けられるよう頑張りたいと思います。  おわり 


